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津南のバイカモを救え！！パート２
～船津川バイカモ復活大作戦～

県知事賞

津南町立津南小学校　６年　涌井美久里

道を除く湖沼、池、川などに群生する沈水性の水草です。水
質汚濁、低温に耐え、繁殖力がとても強くて、環境省が指定
している要注意外来生物の一種になっています。
　船津川でも今、大繁殖しています。特に割野や下島では用
水路をふさいでしまい、取ってもすぐに増えてくるので農家
の人がとても困っています。

Ⅳ．調査地の地図（下記↓）

（※地点①～⑯は研究３で流速をはかった所）

Ⅴ．研究や活動の内容
　私は、去年の研究の結果を基に船津川のバイカモとコカナ
ダモの様子を継続的に調べてみることにしました。

研究１　冬のバイカモとコカナダモの観察

１．調査する所と内容
　 　割野のきりけ（Ⅳ調査地の地図参照）と、船津川に生育
するバイカモとコカナダモを観察しました。

２．調査した日
　 　平成20年12月29日と平成21年１月25日の２回
３．観察して分かったこと
　（１）水温と気温（表１）

天気 気温 水温
12月29日 快晴 ̶ 4.4℃
１月25日 晴れ 0.6℃ 3.9℃

　　※調べた時間は10時
　　※12月29日の気温は、温度計が壊れて測れませんでした。
　（２）気温より水温の方が高いことが分かりました。

Ⅰ．研究をしようと思ったわけ
　津南町は自然豊かな町です。つい最近まで私の家のそばの
小川にも、水が冷たくてきれいな流れに育つバイカモという
水草がたくさんありました。しかし、ここ10年間に外来種の
コカナダモがどんどん増えてきてしまいました。
　私は、家のそばを流れる船津川の上流から下流まで歩いて調
べてみました。すると、私が思っていた以上にコカナダモが増
えていました。お父さんの話では、10年ほど前までは船津川に
はバイカモばかりでコカナダモは全然なかったそうです。
　ところが、去年の調査では、船津川の下流の下島はすでに
コカナダモばかりでした。このままでは、津南に昔からあっ
たバイカモがなくなってしまいます。そこで、私は何とか船
津川のバイカモを復活させたいと思いました。それで、去年
に引き続き、船津川のバイカモとコカナダモについて研究し
てみることにしました。

Ⅱ．今年研究してみる事、やってみる事
　どうやったら船津川のバイカモを復活させることができる
のでしょうか。去年の経験から、コカナダモを駆除するのは
とても大変で、一人ではとてもできません。また、コカナダ
モがどんな所で増えやすいのか、去年の研究をもとにもっと
はっきりさせていく必要があります。そこで、今年は次の２
点を中心に、研究や活動をしてみることにしました。

１．地域の人の力を借りて、コカナダモも駆除をする。
２． バイカモとコカナダモの生育の違いについて、季節に
よる変化や流れの速さとの関係を中心に調べてみる。

Ⅲ．バイカモとコカナダモの紹介
１．バイカモ（キンポウゲ科）
　バイカモは水生植物で、夏に梅の花に似た白い花を咲かせ
ます。水温の低い、清らかで豊富な流水中に生育し、清流の
指標とされています。しかし、水質汚濁には大変弱く、新潟
県の作成した「レッドデータブックにいがた」によれば、絶
滅危惧Ⅱ類に指定されています。
　去年の調査では、船山から下島まで調べた中で、どの地域
でもバイカモが減っていました。割野や下島では、コカナダ
モに負けて、全くなくなっている所もありました。
２．コカナダモ（トチカガミ科）
　コカナダモは北アメリカ東部原産といわれています。北海
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　（３ ）４℃くらいの冷たい水でも、バイカモもコカナダモ
も夏と同じように繁っていました。

　（４ ）近所の人が「バイカモは冬は増えないけど、コカナ
ダモは増えて困る」と言っていました。そのことは確
認できなかったけれど、枯れていなかったので驚きま
した。その話のように増えるのだとしたら、大変なこ
とになります。

冷たい水の中でも枯れない。きれいな黄緑色がバイカモ

活動１　船津川バイカモ復活大作戦　パート１
　　　　 割野集落の人たちに、コカナダモの駆除をお願

いする。

１．活動した日
　４月25日と４月26日
２．活動の内容
　私のバイカモの研究を知った割野の人たちが、「春ぶしん
の時に、コカナダモの駆除を割野の人たちにお願いしたらど
うか。」と教えてくれました。春ぶしんとは、集落の人たち
が大勢出て、道を直したり川や用水路の掃除をしたりするこ
とです。私は、バイカモの大切さとコカナダモの駆除をよび
かけるポスターを作ることにしました。
（１）ポスター作り
　去年の研究結果を基に、バイカモが今ピンチになっている
ことや、春ぶしんでできるだけコカナダモを取ってほしいと
いうことを描きました。↓

（２）春ぶしんの日
　集落の方がコカナダモの駆除を呼び掛けてくださいまし
た。その後、集落の人たちが一生懸命コカナダモを取ってく
ださったそうです。お父さんが聞いた話では、最近変な水草

が増えて困ると考えていた人が多くいたそうです。そして、
船津川のバイカモがピンチだということを知ってなんとかし
たいと思った人が多かったそうです。

研究２　 バイカモとコカナダモの分布は、季節でどのよ
うに変化するか

研究２の１　春ぶしん後の船津川の調査　割野・下島

（１）　調査日時　４月29日　快晴　９：50～11：50
（２）　調査方法
　 　春ぶしんで集落の人達がコカナダモを取ってくれた所と
下島を写真で記録しながら歩きました。

（３）　調査結果や分かったこと
　 　割野の人達が一生懸命に船津川などの水草を上げてくだ
さっていたことが分かりました。特に、コカナダモはいっ
ぱい上げてあって、バイカモは増えすぎた所を間引いてで
きるだけ残すようにしてありました。私は、コカナダモを
駆除した所は、バイカモが復活するのに効果があったか、
また、春と夏でバイカモとコカナダモの分布がどれくらい
変わっていくか調べたいと思いました。

研究２の２の（１）　 船山から下島までの春夏のバイカモ
とコカナダモの分布にどのようなち
がいがあるか？

（１）　調査する所　船山から下島までの船津川
（２）　調査方法
　 　2500分の１の校区地図に、１辺が１cmのメッシュを作
り調べました（実際は１辺が25mのメッシュ）。各地点の
バイカモとコカナダモの量を５段階に分けて、地図に色分
けして記録します。

（３）　調査時期　春：５月３日　　夏：８月14日
（４）　調査結果
　ア　調査したメッシュの合計　182メッシュ
　イ　調査結果（下図参照）
　　　 区域①船山～町77メッシュ　区域②町～割野付近50

メッシュ　区域③下島55メッシュ
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図の見方
■Ａ：豊富にある（76～100％）　■Ｂ：かなりある（51～75％）
■Ｃ：まあまあある（26～50％）■Ｄ：わずかにある（１～25％）
■Ｅ：全くない（０％）

　この調査の結果、夏になるにしたがって、いったんコカナ
ダモを駆除したところでも、どんどんコカナダモが復活して
くることが分かりました。また、バイカモがコカナダモの復
活に負けていってしまうこともよく分かりました。

・ 春の調査では、②の区域で春ぶしんの効果もあって、コカ
ナダモが昨年よりも少なくなっていました。
・ しかし、夏までにコカナダモが復活してしまうかどうかが
分からず、心配です。
・ 下島では、昨年同様、バイカモがほとんどなくなっている
ことがよく分かりました。

研究２の２の（２）　 コカナダモを春ぶしんで駆除したと
ころのその後の変化はどうなってい
るか？

（１） 　調査する所　陣場下と割野の境から割野の馬洗い場ま
での船津川

（２）　調査内容
　 　春ぶしんで割野の人達がコカナダモを駆除したり、バイカモ
を間引いた所がその後どのように変化しているか調べます。

（３）　調査方法　研究２の２の（１）と同じ。
（４） 　調査時期　１回目５月３日　　２回目６月27日　３回

目８月14日
（５）　調査結果
　ア　調査したメッシュの合計　36メッシュ
　イ　調査結果（右の図参照）

研究２全体のまとめ
（１）　バイカモとコカナダモは、春よりも夏の方が増えています。
（２）　コカナダモがたくさん増える所とバイカモがたくさん

増える所がはっきりしてきました。去年や今年の調査か
ら、流れの速さとも関係がありそうです。

（３）　岸の草などの手入れがしていなくて川面が暗くなる
と、特にバイカモの生長によくないことが分かりました。

（４）　本でみると、コカナダモは繁殖力が強いと書いてあっ
たが、今年の調査で、そのことがよく分かりました。

（５）　今年は、春ぶしんで割野の人達がたくさんコカナダモ
を駆除してくれましたが、１回だけだとだめなことが分
かりました。なぜかというと、取り残しや残っていた根
からどんどん増えてしまうからです。繰り返し駆除する
ことが必要だと思います。
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研究３　 バイカモとコカナダモの生長の様子は流れの速
さとどのような関係があるか

　船津川に沿って歩いてみると、バイカモがよく育つ所やコ
カナダモがよく育つ所があることに気がつきました。私は流
れの速さが関係するのかと思い、研究２と並行して研究３を
してみることにしました。
１　調査の内容
（１） 　バイカモとコカナダモで生長の仕方にどんなちがいが

あるのか。
（２） 　バイカモとコカナダモの生長は、流れの速さによって

ちがうのか。
２　調査の方法
（１） 　流れの速い場所とゆっくりな場所を選び、コカナダモ

とバイカモを取ります。（約15m）
（２） 　バイカモとコカナダモを２mおきにそれぞれ３株ず

つ移植し、目印をつけます。
　　・流れがゆっくりな所は黒看板・流れが速い所は赤看板
（３） 　約２週間おきに流れの速い所、ゆっくりな所で生長の

様子を比較します。
※ 以降の調査した場所①～⑯は57ページの図の地点に対応し
ます。
流れの速さを調べる方法
　うきを川に流して、５mのひもがのびきる時間を計り、
それを５回繰り返します。かかった時間で割って秒速を出し
ます。５回の平均でその場所の流れの速さを出しました。
３　調査した日と内容（表２）
月日 時間 天気 気温 水温 やったこと

５月９日 10：20～ 晴れ 22.5℃ 17.8℃ ⑮の地点のコカナダモをあげる。

５月10日 10：35～ 晴れ 28.1℃ 19.5℃ ⑭の地点のコカナダモをあげる。

６月１日 ９：00～ くもり
晴れ 19.9℃ 14.4℃

調査地点の看板作り。⑭⑮の
地点にバイカモとコカナダモ
を移植。実験開始。

６月７日 10：00～ くもり 移植後の生長の様子を調査。

６月28日 ９：00～ 晴れ
移植後の生長の様子観察。流
速とバイカモとコカナダモの
長さの計測開始。

７月５日 ９：00～ 晴れ 移植後の様子の調査（写真だ
け）。

７月12日 17：20～ くもり 21.7℃ 17.5℃
移植後の生長の様子を調査。
バイカモとコカナダモの長さ
計測。

７月25日 ９：30～ 晴れ 26.5℃ 19.4℃
移植後の生長の様子を調査。
流速とバイカモとコカナダモ
の長さ計測。

８月８日 10：25～ くもり 25.5℃ 18.9℃
移植後の生長の様子を調査。
流速とバイカモとコカナダモ
の長さ計測。

８月９日 11：00～ くもり 移植地の写真撮影

８月17日 ９：00～ 晴れ 24.0℃ 19.0℃
移植後の生長の様子を調査。
流速とバイカモとコカナダモ
の長さ計測。

４　調査して分かったこと
（１）コカナダモを駆除して気づいたこと
　 　５月16、17日の移植実験は水がいっぱいだったので、いっ
たん中止しました。びっくりしたことは、先週コカナダモ
を駆除した所はどろ底だったのに、５月16日に来てみると
きれいな小砂利や砂の底になっていたことです。お父さん
が「昔の下島の川底にもどっている。」と言っていました。
コカナダモがはびこる前は、そのような砂利底だったそう
です。きっとコカナダモを駆除したのでどろが流されたん
だと思います。

（２ ）バイカモとコカナダモの生長の様子や流れの速さの関
係で分かったこと

　 　バイカモとコカナダモの育ち方のちがいの結果は表３の
通りです。

表３　バイカモとコカナダモの生育と流れの速さの関係１

回
数
調
査
地

少しゆるやか ⑭
流速46.0cm/s

流れ速い ⑮
流速88.3cm/s 流速は

平均値バイカモの
長さ cm
黒看板４番

コカナダモの
長さ cm
黒看板５番

バイカモの
長さ cm
赤看板２番

コカナダモの
長さ cm
赤看板５番

 １  ２  ３  １  ２  ３  １  ２  ３  １  ２  ３

×の所は、
流れてなく
なったと思
う。

１ 6/18 86 82 96 79 85 59 68 46 × 75 × ×
２ 7/12 132 100 125 103 117 80 94 81 × 91 87 ×
３ 7/25 138 130 148 120 132 128 115 76 × 85 94 ×
４ 8/8 168 153 197 130 135 170 123 83 × × 117 ×
５ 8/17 190 195 215 157 155 173 119 110 × × 105 ×
のびた
長さ平均

104 113 119 157 155 173 51 64 × － 18 ×
112.0 87.3 57.4 （18）

（３ ）この結果や他の番号の所の育ち方から次のことが分か
りました。

　ア　 下島で比べた二つの地点では、流れがゆっくりな所の
方がバイカモもコカナダモもよく育っていました。一
方、流れの速い所⑮では、バイカモは２株の平均が
57.4cm に育っていました。また、コカナダモは赤看
板５の所で１株しか残りませんでした。長さも18cm
しかのびていませんでした。

　イ　 このことから考えると、バイカモもコカナダモも育つの
にちょうどいい流れの速さがあることが分かりました。

　ウ　 また、流れの速い所⑮で最後まで残ったのはバイカモ
の方がコカナダモより２倍も多かったことを考える
と、バイカモの方がやはり速い流れでも育つようです。

　エ　 バイカモは、縦に細長く生長していくのに対して、コ
カナダモは、横にもどんどん広がっていくことが分か
りました。８月17日に３株ずつの横幅を測りました。

　　　 黒看板４： バイカモ　横幅　それぞれ20cm、20cm、
30cm

　　　 黒看板５： コカナダモ　横幅　３株で120cm（一かた
まりの大きな群落になっていた）

　　　 　私は、こうやってコカナダモはどんどん巨大な群落
になって川をうめつくしていくんだと思いました。
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研究３の２　バイカモとコカナダモの生長の様子は流れ
の速さとどのような関係があるか　パート２

　調査した結果を表５にまとめてました。
表５　 バイカモとコカナダモの生育と流れの速さの関係３

（流速は５回測った平均）　調査日　８月15日
１　

船
山
か
ら
町

 場所 流速
cm/s

川幅m
（水深cm）

生育の様子
川底の様子

①船山スタート 65.4 ２（15～20）

バイカモが多い。コカナダモははじ
に少し。
頭くらいから豆くらいの石。

② 船山のせき手
前 82.8 ３（10）

両方あったがバイカモの方が多い。
頭くらいの石から頭４等分くらいの
石。

③船山のせき 20.9 ８（15～30）
コカナダモが多い。
こぶし大の石から小砂利、砂、どろ。

２　

町
か
ら
割
野

④ 陣馬下
　毘沙門の前 45.8 １（15～17）

バイカモがびっしり。
砂利、こぶし大から砂。

⑤ 陣馬下
　町を出た所 64.8 １～1.3（15）

バイカモが多い。コカナダモも少し
混じる。
砂利、砂、こぶし大～こぶし２つ分。

⑥割野きりけ 61.5 1.5（20）
両方同じくらい。
小砂利、砂、どろ。

⑦割野きりけ 27.0 1.5～２（30）
コカナダモが多くなる。
砂、砂利、どろ。

⑧割野馬洗い場
　 73.5 15

バイカモが多い。コカナダモははじ
に少し。
頭より大きい石から小砂利、砂。

⑨ 割野お墓のそ
ば 82.5 1.5（20）

バイカモが多い。コカナダモはわずか。
50cmほどの石、小石、砂利、砂。

３　

下
島

⑩ 割 野 コ ン ク
リートの所 65.1 ３

バイカモが多く、コカナダモはなし。
頭くらいの石、砂利、砂、こぶし大
の石。

⑪処理場の後ろ 60.8 1.5（50）
コカナダモが多くバイカモはない。
砂、砂利、どろ、小石。

⑫ 処理場の後ろ
２ 34.9 ２（50）

コカナダモが多い。バイカモはない。
どろが深い。

⑬ いちべの田の
わき 48.5 ２（20）

コカナダモがおおくバイカモはない。
頭くらいの石、小石、砂利、砂が多い。

⑭黒看板の所 42.8 ２（30）

バイカモとコカナダモを同じ数ずつ
移植した所。
小砂利、砂。

⑮赤看板の所 72.9 1.5（15）

バイカモとコカナダモを同じ数ずつ
移植した所。
小砂利、砂。

⑯赤看板の下流 49.7 ２（35）

コカナダモが多くバイカモは少し。
どろ、砂、所どころ頭くらいの石、
砂利は見えない。

　また、表５を基に、私は流速とコカナダモとバイカモの関
係を表６にまとめてみました。
表６　バイカモとコカナダモの生育と流れの速さの関係４

速さ
分布

10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 cm/s

バイカモ優勢 ④ ⑩⑤①⑧ ②⑨
同じくらい ⑥　　　
コカナダモ優勢     　　③ ⑦ ⑫ ⑬⑯ ⑪　　　
移植観察地点 ⑭ ⑮

　調査から分かったこと
（１ ）バイカモが多く育っている所は、流速の最低が陣馬下

　オ　 バイカモとコカナダモの生長の様子を見ると、７月25日過
ぎから急に群落が大きくなってきました。暑くなり始めて
水温が高くなってきたことも関係していると思います。

　カ　 コカナダモの群落を踏むと、とたんにたくさんのどろ水
が出てびっくりしました。コカナダモが増えると、砂利
底からどろ底になってしまうことがよく分かりました。

　キ　 コカナダモは、小さな取り残しや芽があると、２ヶ月
半後には大きな群落になっていました。私は、改めて
コカナダモの復活力はすごいな、と思いました。

（４ ）流れの速さと生長の様子調べた結果が表４です。表か
ら次のことが分かりました。

表４　バイカモとコカナダモの生育と流れの速さの関係２

調査地 場所の様子 流速（cm/s）
その日の平均

平均
（cm/s）

割野（きりけ）⑥
バイカモが多かった
が、だんだんコカナダ
モが増えてきた所

6/28（42.9） 
7/26（60.5）
8/ 8（71.6） 
8/15（61.5）

59.1

割野（きりけ）⑦ コカナダモが増えた所

6/28（26.7） 
7/26（26.1）
8/ 8（32.1） 
8/15（27.0）

28.0

下 島⑧（コンク
リートの所）

バイカモだけしかない
所

6/28（71.8） 
7/26（53.0）
8/ 8（85.5） 
8/15（61.5）

67.9

下島⑬（いちべの
田のわき）

コカナダモがたくさん
ある所（と中で半分ほ
どあげられた）

6/28（43.0） 
7/26（56.0）
8/ 8（59.7） 
8/15（48.5）

51.9

下島⑭（黒看板の
ところ）

移植実験でバイカモと
コカナダモを植えた所

6/28（45.1） 
7/26（41.8）
8/ 8（54.3） 
8/15（42.8）

46.0

下島⑮（赤看板の
ところ）

移植実験でバイカモと
コカナダモを植えた所

6/28（98.6） 
7/26（78.9）
8/ 8（102.8） 
8/15（72.9）

88.3

　ア　 バイカモが多い所は流速がやはり速いことが分かりま
した。

　イ　 逆にコカナダモが去年も大発生した割野（⑦）の流速
はとてもおそかったです。やはり流速がおそいところ
はコカナダモがよく育つようです。

　ウ　 流速が40cm/s ～60cm/s くらいの間は、バイカモも
コカナダモも両方がよく育つようです。割野のきりけ
（⑥の地点）の流速は、59.1cm/s でした。

　エ　 一番流速が速かった所は、⑮の地点でした。これくら
いの速さになると、バイカモ、コカナダモのどちらに
とっても育つのに厳しいのかもしれません。

（２ ）この調査で流れの速さとバイカモやコカナダモの生育
が関係あることが分かってきました。私はこのことをもっ
とはっきりさせたいと思い、船津川の上流から下流まで
もっとたくさんの場所で流速を測ってみることにしまし
た。
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④の48.5cm/s でした。また、最高は割野（墓のそば）⑨
の82.5cm/sでした。バイカモがよく育っているところは、
④を除くとあとの６地点はいずれも秒速60～80cm の前
半に集まっていました。このことからバイカモは流れの
速い所を好むことがはっきりと分かりました。④もバイ
カモがびっしりと水面をおおってしまったために速さが
おそくなったとも考えられます。

（２ ）次にコカナダモが多く育っている所を見ると、一番速
さがおそい所は、船山のせき③でした。また、一番速い
所は下水処理場の後ろの⑪でした。コカナダモが多くあ
る所の流速は、秒速20cm前半から60cmに散らばってい
ることが分かりました。バイカモと比べると、流れがお
そい所を好むことが確認できました。しかし、秒速40cm
から60cm前半はバイカモとも重なっています。

今年の研究からバイカモを復活させるために分かったこと
　私は、今年の研究で、バイカモを復活させるためにいろい
ろなことが分かりました。
（１ ）岸辺の草をしっかり刈り取るなど、川に日光がよく当
たるようにすること。

（２ ）岸の手入れをしっかりして、流れがおそくならないよ
うにすること。

（３ ）コカナダモを駆除すること。コカナダモは取り残しか
らすぐに増えてくるので、１回ではなく、くり返し駆除
すること。

（４）コカナダモを駆除した所にバイカモを移植すること。
（５ ）増えすぎたバイカモは適当に間引いて流れを止めない
ようにすること。

　こんなことをがんばれば、船津川にバイカモが昔のように
いっぱいになると思います。去年の夏の終わりにコカナダモ
を駆除した所を、今年は、割野の人たちが春ぶしんの時にコ
カナダモの駆除をしてくれました。そしたら、夏にはバイカ
モの花がきれいに咲いていました。私はバイカモが復活した
んだと思いました。私は他にももっとバイカモを復活させた
いと思いました。
　そこで、今年も夏の研究の終わり（８月17日）に下島で場
所を決めて、コカナダモをきれいに取って、バイカモを移植
してみました。少しずつでもバイカモを復活させていきたい
と思います。

活動２　船津川バイカモ復活大作戦　パート２

１．活動した日
　８月17日
２．活動の内容
　今年の研究で分かったことを生かして、下島のコカナダモ
を駆除し、バイカモを移植します。　
３．移植しところ
　日当たりがよくて流れもけっこう速いので⑯地点付近にし

ました。
４．活動の様子
（１ ）まず、コカナダモを駆除しました。できるだけ根っこ
を残さないようにしました。

（２ ）２時間くらいかかって、ようやく10cm くらい駆除し
ました。

（３ ）そこに、下島のコンクリートのところからもってきた
バイカモを移植しました。

（４ ）１ｍずつくらいにバイカモを移植しました。流されな
いように、先の方を石でおさえました。

移植地の様子。どろが流されて、とてもきれいな小砂利や
砂の川底になっていた。

Ⅵ．今年の研究を終えて

私は船津川のバイカモをしっかりと守っていきたいと思い
ます。

１．今年の研究は、去年の12月から始めました。何度も船津
川を歩いたりしました。とても大変だったけど、バイカ
モやコカナダモのことがだいぶよく分かってきました。

２．今年、とても嬉しかったことは、割野の人たちがコカナ
ダモの駆除に協力してくれたことです。バイカモを守る
ために関心をもってくれたことが嬉しいです。隣の家の
おじいちゃんは、バイカモが増えるように用水路にバイ
カモを植えてくれました。一回だけの駆除ではコカナダ
モは復活してしまうので、私はこれからも駆除を呼び掛
けたいと思います。

３．バイカモを増やすには、コカナダモを駆除したり、バイ
カモを移植したりする必要があります。しかし、それだ
けでなくバイカモが育ちやすい環境を守っていくことが
大切だと思います。今、人手不足などで、船津川でも手
入れがされていない所が増えています。こうしたことも
バイカモが減ってきている原因なのかもしれません。こ
んなことも地域の人たちに伝えたいです。

４．船津川を歩いてみると、いつもいろんな生き物がたくさ
んいました。船津川は自然が豊かなんだなぁと思いまし
た。バイカモを守ることは、他の生き物を守るというこ
とにつながることが分かりました。

５．研究が終わっても、きれいなバイカモと船津川の自然を
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これからも守りたいです。

〈参考にした物〉
・日本水草図鑑（文一総合出版）
・レッドデータブックにいがた（新潟県）
・津南通信（ホームページ）
・神戸の水草（ホームページ）
・大阪府環境農林水産総合研究所（ホームページ）
・ 『津南の水について考える～バイカモをめぐって～』（津南
小理科サークル　1995年）
・『ハグロトンボは不思議がいっぱい』（津南小６年涌井拓未
　2003年）



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (Adobe RGB \0501998\051)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.3
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.1000
  /ColorConversionStrategy /sRGB
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts false
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams true
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo false
  /PreserveFlatness false
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts false
  /TransferFunctionInfo /Preserve
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile (None)
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages false
  /ColorImageMinResolution 150
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 72
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages false
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages false
  /GrayImageMinResolution 150
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 72
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages false
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages false
  /MonoImageMinResolution 300
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 150
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects true
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier (JC200103)
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<
    /JPN <FEFF0048005075283002753b50cf003700320064007000693001006a007000676a196e9657277e2e300200520047004230ab30e930fc30b930da30fc30b93002000d005600650072306f00363002>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AllowImageBreaks true
      /AllowTableBreaks true
      /ExpandPage false
      /HonorBaseURL true
      /HonorRolloverEffect false
      /IgnoreHTMLPageBreaks false
      /IncludeHeaderFooter false
      /MarginOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /MetadataAuthor ()
      /MetadataKeywords ()
      /MetadataSubject ()
      /MetadataTitle ()
      /MetricPageSize [
        0
        0
      ]
      /MetricUnit /inch
      /MobileCompatible 0
      /Namespace [
        (Adobe)
        (GoLive)
        (8.0)
      ]
      /OpenZoomToHTMLFontSize false
      /PageOrientation /Portrait
      /RemoveBackground false
      /ShrinkContent true
      /TreatColorsAs /MainMonitorColors
      /UseEmbeddedProfiles false
      /UseHTMLTitleAsMetadata true
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /BleedOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /ConvertColors /ConvertToRGB
      /DestinationProfileName (Adobe RGB \(1998\))
      /DestinationProfileSelector /UseName
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /ClipComplexRegions false
        /ConvertStrokesToOutlines true
        /ConvertTextToOutlines false
        /GradientResolution 150
        /LineArtTextResolution 300
        /PresetName <FFFE5B004E4FE389CF50A65E5D00>
        /PresetSelector /LowResolution
        /RasterVectorBalance 0.750000
      >>
      /FormElements true
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MarksOffset 0
      /MarksWeight 0.283460
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /UseName
      /PageMarksFile /JapaneseWithCircle
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /UseDocumentProfile
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [600 600]
  /PageSize [595.276 841.890]
>> setpagedevice


